
啓林館　地学Ⅱ(地Ⅱ001)観点一覧
[内容の難易度]
・高校地学で学ぶべき概念・事項・事柄が学習指導要領に照らして十分にとり上げられており，将来理系に進む生徒の要望にも応えるものになっている。
　・基本的な事項・重要概念については図・写真なども活用し懇切ていねいに解説され，　　　理科を不得手をする生徒にも理解できるように配慮されている。
[内容の取扱い]
・平易なことばで正確かつていねいな解説がなされていて信頼感のもてる教科書である。
  ・重要語や公式の類が太字で強調され，効率のよい学習ができるように工夫されている。
　・本文の随所に「問」や「課題」が，また各部の末には「部末問題」も配置され，学習内容についての理解を深められるよう工夫されている。とくに計算をともなう典型的な問題を「例題」としてとり上げ，解法をていねいに解説しているのは好感がもてる。
　・囲みの「参考」には「水惑星の天文学的条件」「超大陸の分裂と巨大プルーム」「銀河中心とブラックホール」「重力レンズ」など最新の知見・情報のほか，「長かった年周視差検出までの道のり」「周期光度関係の発見」など地学上の発見の歴史もとり上げられていて，生徒が興味をもって学べるように配慮されている。
・学習の流れの中で比較的手軽にとりくめる実習・観察の類も適度に配置され，扱いやすい教科書である。
[単元の構成・配列及び分量]
・学習指導要領の大項目に準じてそれぞれ独立した４つの部で構成され，３単位の選択履修への配慮がなされている。
・第１部を「地球環境の構成」とし，水惑星としての地球環境の形成とその変化，高層大気の運動，重力・地磁気など扱っているが，地学Ⅰの学習事項からのスムーズなつながりを考慮した素直な配列で好感がもてる。
・第２部の第２章「私たちの日本列島」は，プレートの運動による付加体の成長という観点から日本列島の起源と成長の歴史をとらえたものでこれまでにない新鮮みを感じさせられる。
 [その他]
  ・本文には白色度の高い上質の紙が使用され，フルカラー化された写真や図がより鮮明である。
　・見返しの日本地質図をはじめカラー図・写真資料も美しく，地学への関心・興味づけを助けている。
　・電磁波の一覧表，物理量の単位・換算と諸定数，測定と有効数値，地学史年表その他，巻末の補足資料も充実している。

